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1新種の記載および近縁な新属の創設を含むインド・太平洋産

ミジンベニハゼ属魚類 (ハゼ科)の分類学的再検討

J.E.Randal1 0瀬能 宏
本論文 48(1):3-12

インド・太平洋産のハゼ科魚類, ミジンベニハゼ属L夕brたο―

rbルS Tanaka,1915(模 式種 :L.αなタツS Tanaka,1915)の 再検討

を行い,新種ナカモトイロワケハゼ (新称)二.″″α力, ミジンベ
ニハゼニ.αな

“
夕s,イ レズミミジンベニハゼ (新称)二 .θr″αルs

FourmanoI,1965の 3種 を認めた。ナカモトイロワケハゼはパプ

アニューギニアと琉球列島に分布し,前鼻孔を欠くこと,体の
上半分が自,下半分が黄色であることなどが特徴である。ミジ
ンベニハゼは南日本に分布し,尾柄の背縁と腹縁が強い隆起縁

を形成すること,全身が明るい黄色であることなどが特徴であ
る。イレズミミジンベニハゼは琉球列島からニューカレドニア

にかけての西部太平洋に分布し,尾柄の背縁と腹縁は隆起縁を

形成しないこと,頭部に細い青色線を持つことなどが特徴であ
る。また, これまで同属に含められていたソマリア産の二.

ρッ
“
Jルsl´ arson&Hoese,1980は ,頭部が縦扁すること,体の後

方に鱗を持つこと,腹鰭に膜蓋を欠くこと,頬に横列孔器を持
つことなどの特徴から,別属とすべきであるが,既知の属に該

当するものがないため,この種を模式種として新属Lαパθ″
`′

′αを

創設した。

(Randall: Bishop Muscum, 1525 Bernice St。 , Honolulu, Ha、 vaii

96817,USA;瀬 能 :〒 250-0031神 奈川県小田原市入生田499

神奈川県立生命の星 0地球博物館)

ツパメコノシロ科魚類乃物 的ルsJ″ Jlic“ sの 新属 Lη勧7-
″
“
θsθ″αへの移行および再記載

本村浩之・岩槻幸雄

本論文 48(1):13-21

ツバメコノシロ科魚類乃物 εヴタSJ″グJε夕sは眼径が吻長とほ

ぼ同長であること,胸鰭が体側下位に位置すること,最長胸鰭

遊離軟条が体長より短いこと,お よび前上顎骨歯前方の左右歯

帯間の間隙が歯帯幅の2倍以下であることなどから,従来ツバ

メコノシロ属 (乃″力εクルS)と されてきた。本種と本科魚類の全

7属の各模式種を含む27種 を比較したところ,本種は下顎前方

側面に下顎歯が広がること,飾骨上方が前頭骨に覆われていな
いこと,蝶耳骨が神経頭蓋背面に露出すること,尾鰭両葉の先

端が糸状に伸長すること,鰈の側面に2列に並ぶ多数の側突起
があること,お よび生鮮時の体色が黒いことなどの固有形質を

もつことが明らかになった.こ れらの形質は属レベルの相違で

あると判断し,新属Lη′θ
“`′
ακοsο
“
αを提唱する.さ らに模式

種乃″あεヴタS JκグJε
"sの
再記載を行った。

(本村 :〒 889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁目1番地 宮崎大
学,鹿児島大学大学院連合農学研究科 ;岩槻 :〒 889-2192宮

崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学部水産科学講

座)

温帯岩礁におけるホンソメワケベラの産卵時刻

坂井陽―・幸田正典

本論文 48(1):23-30

宇和海内海湾由良半島の岩礁でホンソメワケベラLαb“ Jグθs

グJ“J″α″sの産卵行動を観察した.産卵は6月 から9月 までみら

れた.満潮が昼から午後早くになる半月から新月あるいは満月
までは,産卵は沖への潮流のおこり始める満潮時刻周辺に行わ

れた.その逆の月周期では,薄明薄暮時におこる満潮とは無関

係に,潮流の弱い干潮にあたる午後に産卵していた。これは,
月周期を通じて産卵時刻を満潮に同調させる本種のサンゴ礁個

体群と大きく異なる.本種は日中に魚食魚から狙われにくい掃

除魚であり,最長6.5mも の高い産卵上昇を見せていた.プラン

クトン食魚の群れの上方で産卵することで,卵への捕食を免れ

ていた.こ れにはプランクトン食魚の垂直分布を制限する岩礁

特有の地形の急激な落ち込みも貢献していると考えられた。沖

への潮流が浮性卵の生残に大きく影響するサンゴ礁とは異なり,

岩礁に生虐、する本種では,潮流の方向が産卵時刻を決定する重

要な要因ではないと考えられた。魚食魚の活動の盛んな薄明薄

暮は掃除魚でも危険である。本種の干潮時刻周辺の産卵は,サ
ンゴ礁域に比べ卵への潜在的な捕食圧の低い岩礁域で親への捕

食を避けることを優先した結果と考えられた。

(〒 558-8585大 阪市住吉区杉本3-3-138 大阪市立大学大学院

理学研究科 ;坂井 現住所 :〒 805-8512ゴヒ九州市八幡東区平
野 1-6-1 九州国際大学)

ハゼ科ワラスボ属の分類学的再検討

E.0.Murdy・ 渋川浩―

本論文 48(1):3148

インド太平洋産ハゼ科ワラスボ属θグο″′α″b夕″
“
Sの再検討を

行った。ワラスボ属は,大部分の胸鰭条が分枝せず,それぞれ

が糸状に遊離していることでワラスボ亜科内において特異的で

ある。ワラスボ属には以下の4種が含まれる :ワ ラスボθ′αεθ_

ρθJliJ(中 国南部～台湾,韓国, 日本);θ Юsa"s(イ ンド西部沿

岸);ar“ bjε
“
″力s(イ ンド～ミャンマー沿岸);θ た″

"Js(パ
キ

スタン, ミャンマー).種の検索表,各種の図・記載を与えると

ともに,本属の系統および生物地理学的考察を行った。また,
ワラスボ属はこれまでしばしばチヮラスボ属乃θ″JοJルsと 混同さ

れてきたため,こ れら2属 の識別点を示した.

(Murdy:National Science Foundation,4201 Wilson Blvd。 ,Arlington

Ⅵ、22230,USA;渋川 三〒270-2252千 葉県松戸市千駄堀 671

松戸市立博物館)

西部インド洋サヤデマルハバンクから得られたウミヒゴイ属魚

類の1新種乃rψ′
“
ι
“
s′″
`ι

rJga″α
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"
金 乗直・尼岡邦夫
本論文 48(1):45-50

ヒメジ科ウミヒゴイ属の新種λψ
`″ `ッ

sρЮε
`′
`g`″

αを西部イ

ンド洋サヤデマルハバンクから得られた13個体に基づき記載し

た。本種は涙骨に鱗がある,体高が高く,体長の32.3-39。 0%で

あること,頬高が体長の15.2-18.5%で あること,両鼻孔間距離

が長く,体長の9.7-11.2%で あること,胸鰭が長く,体長の

27.4-33.6%で あること,鯉把数が7+23であること,そ して生鮮

時体側に2本の黄色縦帯があることなどの形質の組み合わせに

よつて,同属の類縁種であるPεり ″′θ夕Ю″とPカリ′αθα″カッs

から容易に識別できる.

(〒 041-8611函館市港町3-1-1 北海道大学水産学部生産基礎

生物学講座)

カジカ科ヤセカジカ属魚類の系統分類学的検討および1新種の

記載

矢部 衛・丸山秀佳
本論文 48(1):51-63

原記載以来,実態が不明確であったヤセカジカ属魚類
Rαグν′J″
"sお
SOldatov&Lindberg,1930を 系統分類学的に再検討

した.本属の既知2公称種 (R.ルヴαツJ″ J Soldatov&Lindbergお よ

びR.ルψぼJκ J Soldatov)を 同種異名 と判断 し,ヤ セカジカ

RαグノJκηsJsルタツJκ jと して再記載した。本種は体の背側面が粗

雑な鱗に被われること,第二背鰭が13-15軟条,臀鰭が 13-14

軟条,側線鱗数が32-34であることなどの特徴を示し, ロシア

沿海州および北海道のサロマ湖と渡島半島東部での生虐、を確認

した。また,北海道周辺およびロシア沿海州ピーター大帝湾の

浅海域から得た37個体 (体長28-60 mm)に 基づき新種キマダラ

ヤセカジカRα励′j“ηsな ′α″
“
″Jを記載した。本種は体に鱗がほ

とんどないこと,第二背鰭が17-19軟条,臀鰭が18-20軟条 ,

側線鱗数が36-37であることなどの特徴を示す。これら2種から

なるヤセカジカ属を,体の腹面に細長い皮質突起が多数あるこ

と,下顎下縁の感覚孔は付属孔を伴わないことなどの標徴で再

定義し,近縁属との検索表を提示した。さらに,本属と近縁属

との系統類縁関係を形態形質を基に分岐分類学的に解析し,ヤ

セカジカ属は単系統群であり, 日本周辺海域に分布するホホウ

ロコカジカ属Иs′Ю
`ο

′′
"sと
姉妹群関係にあることなどの結果を

得た。この系統仮説に基づくと,ヤセカジカ属と東部北太平洋

産のRαあ′J“γsを対象にTaranctzが設定した亜科Radulinac,お よ

びB01inがヤセカジカ属を亜属として含め再定義した属Rα力′J―

κπsはいずれも多系統的な分類群であり,それらの設定は不適切

であると判断した。

(矢部 :〒 041-86H函館市港町3-1-1 北海道大学大学院水

産科学研究科多様性生物学講座 ;丸山 :〒 042-0932函 館市湯

川町 1-2巧 6 ゴヒ海道立函館水産試験場)

千島列島南部から得られたカジカ科の1新種および1稀種

矢部 衛 0相馬 彩・尼岡邦夫
本論文 48(1):65-70

1994年 から1999年 まで行われた千島列島の生物多様性に関

する国際共同調査の過程で, カジカ科の 1新種および1稀種が

得られた.新種ヒメフタスジカジカた
`′

J′

"s 
ρJθなθ力Jは択捉島オ

ホーツク海側チリップ半島東部 (45° 19.8′ N,148° 00.3′ E)の スガ

モ類海草の繁茂する潮間帯で採集された5イ固体 (34.8-42.2mm

SL)に 基づき記載された。本種は体背側部に2列の鱗列がある

こと,前鋤骨歯および口蓋骨歯があること,腹鰭が 1棘 2軟条

であることなどの本属の特徴を備えるが,頭部背面に棘状突起

がないこと,前鯉蓋骨最上棘の背縁に付属棘がないこと,背側

鱗列が第2背鰭基底後端より前方で終わること,下顎下面先端
の感覚孔が単一であること,側線鱗数が34-36であることなど

の特徴を示し本属の既知種のいずれからも識別される。ウルッ

プ島中部のオホーツク海佃1(45° 38.8′ N,149° 32.6′ E)の コンブ類

の繁茂する潮間帯でSlg“お′ω S“ j′力J Schultz,1938,キ タノコテン

グ (新称)が 6個体 (36.842.9mm SL)採 集された。本種は体が

無鱗で著しく側扁すること,肛門が腹鰭基底に隣接すること,

側線が体中央部で屈曲すること,頭部背面に3対の皮弁がある

こと,背鰭が8-10棘 24-28軟条,臀鰭が 17-21軟 条,腹鰭が 1

棘3軟条であることなどの特徴を示す。本種は従来アリューシ

ャン列島中部からのみ知られていた稀種で,本報告は本種の西

部北太平洋からの初記録に相当する。

(〒 041-8611函館市港町31-1 北海道大学大学院水産科学研

究科多様性生物学講座)

ドジョウ科 IAsθ滅滋liz属 3種の卵膜微細構造

朴 鐘冷・金 金秀
本論文 48(1):71-75

ドジ ヨウ科 おθθたJ“ Jα属 3種 , 燃θθたj“ Jα ′θ4gJ`θψtts,1

カz″″οJ/a励およびニノθκノοκ力θ″Sな について,卵膜の微細構造を

調べ比較した。卵母細胞を包む卵膜は,均質な低い電子密度の

1層からなる外側放射帯 (Zl),均質なより高い電子密度の 1層か

らなる中央放射帯 (Z2)'お よび不均質な電子密度の多層からなる

内側放射帯 (Z3)の 3区域によつて構成された放射帯をもってい

た。特に,外側放射帯 (Zl)の表面は外観的に種間の形態差がみ

られた.Zlの表面構造は,Iノοκノθκル″S'Sで は丸い小粒状,1
カ″″″θJ/a″Jと 二′οκgJεθψ夕sでは微絨毛状であった.しかし,後

2種における微絨毛の外観は明瞭に異なり,1カ電θwθJ/a″jでは

短くて (長 さ1.0-1.7μm)薄 く疎に分布するが,二 ′θκgjεθψッsで

は長くて (長 さ2.0-2.5μ m)厚 く密に分布する./ts・θοたJ″ Jα属3

種におけるこのような構造の変異は,類縁関係を考察する際の

資料になるであろうし, またこれらの生′自、環境に密接に関係し

ていると考えられる。

(〒 561-756大 韓民国全州市 全北国立大学校自然科学大学生
物学科)

日本からのハタ科ホカケハナダイ属 (新称)魚類の 1新種

Rα bα

“
Jlic力 Jbys s“ z″ルlii spo noⅥ

益田 ―・ John E.Randall
本論文 48(1):77-81

静岡県伊豆半島から得られた3イ団体に基づきハタ科ホカケハ

ナダイ属 (新称)Rα bαッJJε力めs szz夕たjJ Spo novホ カケハナダイ

(新種)が記録された。本種は,雄の背鰭軟条が高いこと,尾鰭

に1本の糸状の軟条を持たないこと,胸鰭軟条や鯉plE数および

色彩等で他の近似種から区別される。本種は本属魚類で3番 目
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の種類となる.ホカケハナダイは伊豆半島から今回初めて採集

されたが,従来多くのこの地域の調査や報告から採集された記

録がないことから,南方海域から黒潮によって運ばれて来たも

のと推定される.

(益田 :〒 413-0231静岡県伊東市富戸 84卜 1 伊豆海洋公

園 ;Randall:Bishop Muscum,1525 Bcmicc St。 ,Honolulu,Hawaii

96817-2704,USA)

ツパメコノシロ科魚類ナンヨウアゴナシParyヵのルs認ザJliSの再

記載一ナンヨウアゴナシは′ル
“
r“ の古参同物異名一

本村浩之・岩槻幸雄 。木村清志

本論文 48(1):83-89

乃″あεケルSわ″
“
(BLcket 1853)は 多くの研究者によつて有効

種であるとされてきた.しかし,本種の総模式標本をインド・

太平洋域に広く分布するナンヨウアゴナシ′κプ′お(Valenci…

ennes,j″ Cu宙 er&耽lenciennes,1831)の 総模式標本を含む多く
の標本と比較した結果,前者は後者の新参同物異名であること

が半J明 した。本研究では有効種ナンヨウアゴナシを詳細に再記

載するとともに,類似種3種 (ツバメコノシロPρ′θbθルs,カ タグ

ロアゴナシP sα′α′J夕s,お よび′″な
。
″
“
″お)と の比較も行った。

ナンヨウアゴナシは胸鰭軟条数が15-16,胸鰭遊離軟条数が6,有

孔側線鱗数が61-67,鯉把数が27-31,鋤骨に歯がある,お よび第

2背鰭軟条が長い (標準体長の21-30%)な どの特徴でインド・

太平洋域に分布する同属他種から区別できる。本種はインド 0

太平洋域に広く分布し,島の周辺に多く生虐、することから本科

魚類の中では最も島嶼性が強いと思われた.なお,本種の後模

式標本の指定を行った。

(本村 :〒 889-2192宮崎市学園木花台西 1丁目1番地 宮崎大
学,鹿児島大学大学院連合農学研究科 ;岩槻 :〒 889-2192宮

崎市学園木花台西 1丁 目l番地 宮崎大学農学部水産科学講
座 ;木村 :〒 517-0703三重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号

三重大学生物資源学部附属水産実験所)

大きな巣石をめぐる雄間競争によって雄の番い成功が決まる河

川性ハゼ科魚類クロヨシノボリ

高橋大輔 。幸田正典・柳沢康信

本論文 48(1):91-95

河川性ハゼ科魚類クロヨシノボリR力 j″磐οbJαs sp.DAの 雄は淵

で求愛を行い,瀬にある石の下に巣を作り卵保護を行う.雌及

び巣場所を巡る雄間競争が雄の番い成功に及ぼす影響を野外観

察及び室内実験により調査した.野外において,大 きな雄ほど

雄同士の闘争に勝利した。しかし,大 きな雄のみが雌への求愛

を独占するわけではなく, また,大 きな雄ほど求愛に成功して

雌を巣に誘導できたわけでもなかった.求愛中に雄同士の闘争

がはじまると雌はしばしば雄から去った.こ れが雄の体サイズ

と求愛成功との間に正の相関関係が見られないことの一因かも

しれない。大きな雄は大きな巣石を占有し,そ して巣内産着卵

数と巣石のサイズとの間には正の相関関係が見られた。巣材と

してサイズの異なる二つのタイルを入れた水槽実験において,

雄はいつも大きなタイルを巣に選んだ.そ して,雄 2イ固体を同

時に水槽内に入れた場合, より大きな雄が大きい方のタイルを

占有した。これらの結果は,雌 をめぐる雄間競争よりもむしろ

大きな巣石をめぐる雄間競争によって雄の番い成功が決まるこ

とを示唆する。

(高橋・幸田 :〒 558-8585大阪市住吉区杉本3-3-138 大阪

市立大学大学院理学研究科生物地球系動物社会学研究室 ;柳

沢 :〒 790-8577松 山市文京町2-5 愛媛大学理学部生物地球

圏科学科)

伊豆半島沖から得られたトゲハナスズキの後屈曲期仔魚の記載

岡本 誠・井田 齊
短報 48(1):97-99

伊豆半島沖より得られたハタ科魚類のトゲハナスズキ五jθ _

″ηο″α力″4jε夕
“
の H。4mmの後屈曲期仔魚,1個体を初めて

報告した.本個体は背鰭8棘 14軟条,臀鰭3棘 10軟条,胸鰭
16軟条の特徴により明瞭に朝鮮半島から南日本,琉球列島に分

布するトゲハナスズキであることが半J明 した。ハナスズキ属は

ハタ亜科のハナスズキ族に含まれ,キハッソク族,ヌ ノサラシ

族とともに仔魚期において第2と 第3背鰭棘が糸状に伸張するこ

とが知られている。本種の後期仔魚もこの伸張した2本の背鰭

棘を有していたが,その長さは第2棘が体長の約 H。 7倍 ,第 3

棘が3.6倍 にも達し,これまで報告された3族の中で最も長かっ

た。本属後屈曲期仔魚の伸張した背鰭棘の長さは体長の 1-3倍

程度であるとされており,本種のものとかなりの差異が認めら

れた。これは伸張した先端部分が大変細いため壊れやすく,既
知のいくつかの後屈曲期仔魚では欠損していた可能性が考えら

れる。またこれまで本属仔魚では全く報告されていなかった眼

上棘の存在が本種では確認された。

(〒 022-0101岩手県気仙郡三陸町越喜来 北里大学水産学部
環境生態学講座)

ミズウオ科魚類И均清α″r“ S Sp。 )の消化管から得られたダルマ

ガレイ科ザラガレイG力αs`α
“
″sι加′昭

“
brlis J昭

“
brおの仔魚

福井篤・田中玲子・小澤責和

史三幸艮  48(1):100-103

ザラガレイ働αsεα′″s`胸 ルg"brお ′暉夕brJs(標準体長 [SL]

108 mm)の 大型仔魚がタスマン海における浮き延縄によって漁

獲されたミズウオ科魚類 (ガリなα
“
r夕s sp。 )の消化管から得られ

た.こ れは被食直後と思われ,ほ とんど破損しておらず,体表
には黄色素胞が出現していた.ま た,消化管は橙色を呈し,そ
の中には餌生物であるカイアシ類 (■θルεj′力″放あ″αθ)が多数含

まれていた.本種の大型でかつ新鮮な仔魚はまれにしか採集さ

れず,消化管内容物についてはまったく知られていないので,

報告した.

(福井 0田 中 :〒 424-8610静岡県清水市折戸3-20-1 東海大

学海洋学部水産学科 ;田 中 現住所 :〒 89卜0056鹿児島県鹿

児島市下荒田4-50-20 鹿児島大学大学院水産学研究科 ;小

澤 :〒 890-0056鹿 児島県鹿児島市下荒田4-50-20 鹿児島大

学水産学部水産学科)

ニッポンバラタナゴのミトコンドリアcytうの遺伝距離

三宅謙嗣・舘田英典・大嶋雄治 。新井良―
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今田信良・木村清朗 0本城凡夫

本論文 48(2):105-H0

バラタナゴはニッポンバラタナゴRあοル
"s 
θε
`肋
′″S br"“θzs

とタイリクバラタナゴR.οεθ肋′
"s 
θθθ′′α′
"sの
2亜種に分類され

る.前者は日本固有種であり,後者は第二次世界大戦時に中国

より侵入したと考えられている。本研究では日本において両亜

種の区別なく採集された48検体について, ミトコンドリアシト

クロムb遺伝子断片の塩基配列を解読した。塩基配列の結果よ

リバラタナゴのミトコンドリアが3系統あることがわかり,その

2つ はタイリクバラタナゴで,ま たもう1つはニッポンバラタナ

ゴであることが明らかとなった.2系統のタイリクバラタナゴが

分布することから, 日本への侵入は1回以上であることが考え

られた.ニ ッポンバラタナゴの個体群のうち,幾つかは純粋な

系統であると考えられたが,佐賀県鹿島と山口県小郡町のサン

プルには両亜種の系統が認められた.鹿島集団では1994年 から

95年にかけてタイリクバラタナゴの頻度増加がみられた.よ っ

て,現在もタイリクバラタナゴがニッポンバラタナゴの分布領

域へ進入していると考えられた。

(三宅 :〒 752-0927下 関市長府扇町 13-33 林兼産業 (株 );

舘田 :〒 810-8560福 岡市中央区六本松4-2-1 九州大学大学

院理学研究院 ;大嶋 0今田・本城 :〒 812-8581福 岡市東区箱

崎6-10-1 九州大学大学院農学研究院 ;新井 :〒 H3-0033

東京都文京区本郷7-3-1 東京大学総合研究博物館動物部門 ;

木村 :〒 813-00H福 岡市東区香椎4-2-24)

カナダ東部北極海から採集されたゲンゲ科マユガジ属の1新種

Peter Rask Moller

本論文 48(2):lH-116

カナダ東部北極海域のハドソン海峡 (水深298m)お よびカン

バーランド湾とバフイン湾 (水深579m)か ら得た9イ団体 (標準

体長230-375 mm)に基づきゲング科マユカジ属の新種ンεθルs

“
θα〃お′θrJを記載した.本種は長い尾部とventrO_madio¨ lateral型

の側線を持つことから本属に含まれる15種に類似する.しかし

北極海に分布しかつこれらの特徴を持つ3種 (ク
`ο

ルS“α″おαルJ,

ん。ραルα″おおよび二.sttJ′′αrJ“S)と は胸鰭鰭条数が22-23と 多いこ

と,腹鰭が短いこと,背部に斑点模様が6-10イ固あることなどで

区別される.ま た本種は胸鰭鰭条数から太平洋産のクロガジ

(ンθοルSS」力′θッJ)や テナガクログング (二.“αε″ε力Jr)に も類似す

るが,体色や胸鰭の形状などで異なる.

(Z0010gical Museum,University of Copenhagen,Universitetsparken

15,DK‐ 2100 Copenhagen O,Denmark)

タイより得られたツバメコノシロ属魚類の1新種PaJy力
`ryJ“
s

sliz“

“
sおの記載およびP′Jabι J″sの再記載

本村浩之・岩槻幸雄・吉野哲夫

本論文 48(2):117-126

タイのバンコク, ソンクラ,お よびプーケットより得られた

シバメコノシロ科ツバメコノシロ属の1新種乃″ θヴ
"S SJα“
ικ―

sぉ を記載するとともに,本種と類似した特徴をもつツバメコノ

シロP′たらθj"s(BrouSSOnet,1782)の再記載を行った.乃物 θry―

ルss′α
“
θ
“
sお は鱗列に沿った暗色縦帯を有し,胸鰭遊離軟条が5

本であることからツバメコノシロと類似するが,前者は側線有

孔鱗数が55-58であること (ツ バメコノシロでは61-68),側 線

上方・下方横列鱗数が7/10-Hであること(8-9/12-13),胸 鰭軟

条数が 15で あること (15-18),鰍 把数が 22-25で あること

(24-32),お よび体長に対する上顎長の割合が平均 17%であるこ

と (平均 15%)な どから容易に区別できる。本種は現在のところ

タイからのみ知られる。なお,ツバメコノシロの新模式標本の

指定を行つた。

(本村 :〒 889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁目1番地 宮崎大
学,鹿児島大学大学院連合農学研究科 ;岩槻 :〒 8894192宮

崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学部水産科学講
座 ;吉野 :〒 903-02137中 縄県中頭郡西原町千原 1 琉球大学

理学部海洋自然科学科)

形態及びミトコンドリアDNA分析によるアジメドジョウの集団

構造と地理的変異

北川忠生・吉岡 基 。柏木正章・岡崎登志夫
本論文 48(2):127-135

特徴的な分布域と多様な地理的形態変異を持つアジメドジョ

ウM“θ肋 ル′Jεα如集団の遺伝的構造を明らかにするため,分
布の全域にわたる25河川から採集した個体を対象に斑紋型の比

較ならびにミトコンドリア(mt)DNAに よる分析を行った.

本種では,主に斑紋型の地理的分布からみた,「表日本型」,
「裏日本型」の2型が知られている。これについて詳細に検討し

た結果,両者の分布境界線は従来いわれているものとは一部異

なっていた。そこで,地理的まとまりを持った斑紋型による2型

集団を新たに定義し,「斑紋収東型 (G型 )」 ,「斑紋分散型 (S

型)」 として識別した。mtDNAの NDl遺伝子領域を対象とした

PCR…RFLP分析の結果, これらG型 とS型の集団間には明瞭な

遺伝的分化が認められた.さ らに,G,S両型集団は地理的な分

布域と密接に関わつたそれぞれ2つの遺伝的グループに分けられ

た.従来,本種の形態的2型はその変異の大きさから別種のレ
ベルに分化していることが示唆されていたが,両型集団間での

塩基置換率 (1.153%)は他の淡水魚種で報告されている一般的な

種内変異の範囲内にあった。さらに,全ての個体がS型の斑紋
を持つにもかかわらず,G,S両型由来のmtDNAが混在する集団

が認められた.こ のことは両型が分化した後に二次的な交流が

あったことを示すとともに,遺伝的には隔離されていないこと

を示唆していた.

(北川・吉岡・柏木 :〒 514-8507三 重県津市上浜町1515 三

重大学生物資源学部 ;岡崎 三〒519-0423三 重県度会郡玉城町

昼田224-1 水産庁養殖研究所)

ビワコオオナマズの産卵を誘発する物理的要因

前畑政善

本論文 48(2):137-141

1989年 から1994年 の4か ら7月 にかけて,琵琶湖流出河川で

ある瀬田川の岩場の岸辺で,琵琶湖水系固有種であるビワコオ

ナマズの産卵について夜間150回の野外観察を行い, この観察

結果および環境データから,本種の産卵を誘発する物理的要因

について調査した。本種は川の水位が急激に上昇し,岸辺の岩

場が冠水した時に産卵場に集合した.その時の水温は 15.0～



η /0わどhyOわgわ∂ノRθsθ∂rcわ禾□文要旨

30.0°Cと 広範囲に亘っていた.産卵は岩場の冠水率の増加と相

関して起こった。このことは琵琶湖の人為的な水位操作がこの

魚のみならず,他の魚類の産卵にとっても大きな影響を与えて

いる可能性を示唆している。

(〒 525-0001滋 賀県草津市下物町 1091 滋賀県立琵琶湖博物

館研究部)

トミヨ属魚類ル ngiti“sの淡水型における鱗板列2型の系統地理

高橋 洋・高田啓介・後藤 晃
本論文 48(2):143-154

北日本に広く分布するトミヨ属魚類P"“ gj′J夕sの淡水型は,型

内に鱗板列形態の2型 (連続型と不連続型)を有し,これら2型

は日本列島では側所的な分布を示す.鱗板列2型の分布域形成

過程について系統地理学的側面から調査するために,7種類の

制限酵素を用いて全ミトコンドリアDNA(mtDNA)の 制限断片

長多型解析を行った.調査した集団は日本列島における淡水型

の分布域のほぼ全域から採集された41個体群に,ロ シアのオホ

ーツク海沿岸地域から採集されたトミヨ属魚類 6イ固体群を加え

た47個体群である.検出された54種類のmtDNAハ プロタイプ

間において構築されたuPGMA樹状図から, 日本列島には互い

に約 1。 3-2.1%の塩基置換率で分けられる6つのクラスターグル

ープが存在することが示された.さ らに,近隣結合法と最節約

法を用いた系統推定から,鱗板列2型はそれぞれmtDNAハ プロ

タイプについて多系統であることが示唆された.各 グループを

構成するハプロタイプの地理的分布パターンを比較したところ,

それらは2つのカテゴリーに分けられた。一つはグループを構成

するハプロタイプが広い地域に渡って分布するグループで, も

う一つはそれらが比較的小さな地域にまとまって分布するグ

ループである.連続型個体のみからなる単型個体群の保有する
ハプロタイプは全て前者内の2ク ラスターグループのどちらかに

含まれ,ま たこれら2グループは少数の2型個体群と不連続型の

単型個体群を含んでいた.一方,後者には4ク ラスターグルー

プが認められ,それらは主に鱗板列不連続型の単型個体群が保

有するハプロタイプから構成されていた.こ のことから,鱗板

列2型の分布域形成過程において,祖先集団の2度の氷河期に

おける分散と二次的接触および間氷期における遺伝的分化とが

重要であったと考えられる.

(高橋・後藤 :〒 041-86H函館市港町3-1-1 北海道大学大

学院水産科学研究科育種生物学講座 ;高田 :〒 39卜8621松本

市旭3-1-1 信州大学理学部生物科学科)

岩手県大槌湾のヨウジウオの繁殖期ヮ性比り育児嚢の発達

渡部諭史・渡避良朗

本論文 48(2):155-160

岩手県大槌湾および船越湾における5m以浅のアマモ場にヨ

ウジウオン″♂α′カタs sc力′鱈
`′

Jが出現し始める時期は5月 であつ

た。アマモ場への出現と同時にヨウジウオは繁殖を開始し,5月

では76。 9%の雄が育児嚢を発達させ,そのうちの33.3%が育児

中であった.育児嚢を発達させる標準体長は 133～ 215 mmと 個

体差が大きかった。7～ 10月 ではほぼ全ての雄が育児中であり,

繁殖期間は6ケ 月以上の長期に及ぶことがわかった.育児嚢内
での育児期間は飼育水温と負の相関を示し,17.2～ 23.3° Cで は

14～28日 間であった。水温データから大槌湾でのヨウジウオの

育児期間は30日 以上に及ぶと推定された.アマモ場での性比は

月によって異なり,繁殖期全体では雄に偏っていた.こ れは,

同属他種で報告があるように育児中の雄が安全なアマモ場に留

まるためであると考えられた。育児中の雄の育児嚢は卵で満た

されており,育児嚢内に卵で満たされていない部分が見られた

雄は全体の6.2%に とどまった。育児嚢内には発生段階の異なる

2つ以上の卵群が認められる場合があり,ヨ ウジウオの婚姻形態

が複婚であることが示唆された.

(〒 164-8639中 野区南台 1-15-1 東京大学海洋研究所資源生

態分野)

アフリカ東岸から得られたコバンヒイラギ属の1新種

山下剛司・木村清志

本論文 48(2):161-166

ケニアからモザンビークにかけてのアフリカ東岸で採集され

た9個体 (標準体長42-96 mm)の標本に基づいて, ヒイラギ科

コバンヒイラギ属の1新種 Gαzzα s9夕α
“
Jν

`″

′″′Jsを 記載した.本

種の外観は同属他種とよく類似するが,体腹側面の被鱗域が胸

部後方まで延びること (同属他種では胸部は完全に無鱗)や眼

寓上縁が円滑 (鋸歯をもつ)であることによって容易に区別でき

る。また,G.ル
“
′αやヒシヨバンヒイラギG.″力θ

“
bθαおよびG.

αε滋矧り とは体前方背側面の被鱗域が佃1頭部感覚管の後端より

も前方に延びることで,コバンヒイラギG.″ J″
"′

αとは背鰭第 1

担鰭骨前縁の張り出しが狭く,その縁辺は湾入すること (張 り

出しは広く,その縁辺は突出するか直線状)や臀鰭第 1担鰭骨

の前方突出部が短いこと (突出部は長い)こ とで区別できる。本

種を含めたコバンヒイラギ属5種の識別的特徴を整理し,検索

表を作成した。

(山下・木村 三〒517-0703三 重県志摩郡志摩町和具私書箱H
号 三重大学生物資源学部附属水産実験所)

トウゴロウイワシ科魚類カルrliFθ″θr“s`“ルα
`力
′ι″slisと И.

力θルcliaα Jlis(新標準和名ネッタイイソイワシ)の再記載

木村清志 。岩槻幸雄・吉野哲夫

本論文 48(2):167-177

分類学的混乱が甚だしい トウゴロウイワシ科ヤクシマイワシ

属の2種カカθri“ο
“
οr"s`滋物ε力

`θ

″sな (QuOy&Gaimara 1825)と

И.油κグ
`ε

J″α′お(Valenciennes j“ Cuvicr&Valenciennes,1835)の

再記載を行った。И′力θrjκθ
“
οr夕s`滋物ε力た″sお はフイリピン,パ

ラオ, インドネシアの北スラウェシ州やマルク州,お よびニュ

ーギニアに分布し,歯骨後方に突起がないこと,上顎後端は瞳

孔の前縁に達しないこと,臀鰭軟条数は通常 1卜Hであること,

縦列鱗数は33-35であること,体側縦帯の幅が狭く,臀鰭始部
上方で鱗の幅の約 1/2であること,3本の破線状黒色縦線が体側

にあることによつて,同属他種から明瞭に区別できる。/′力θrj―

″ο
“
Orγ s ttOルεj“α′おはスリランカ,タ イ,石垣島,西表島,フ

イリピン, インドネシア,ニ ューギニア,オース トラリアのク

イーンズランドおよびニューカレドニアに生虐、し,歯骨後方に

明瞭な突起をもつこと,上顎後端は瞳孔の前縁に達 しないこと,

臀鰭軟条数は通常 12-13で あること,縦列鱗数は35-38である

こと,体側縦帯の幅が狭 く,臀鰭始部上方で鱗の幅の約 1/2-3/4
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であることによつて,同属他種から区別できる.本報告は本種

の日本初記録であり,新標準和名ネッタイイソイワシを提唱す

る.なお,従来分類学的地位が不明であつたИ
`ル
rJ″α′j″

`α

′α

Ginthet 1872の 後模式標本を指定し,本種をИ′力
`rJκ
ο
“
θr"s ι4-

ル
“
力′
`“

sなの新参同物異名とした。また,И′力θrJ4α わαルbαεθ″sお

Seale,1910は 原記載と図などからИ′ル′j″θ
“
θr"sあθルεJ“α′おの

新参同物異名と考えた。

(木村 :〒 517-0703三 重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号 三
重大学生物資源学部附属水産実験所 ;岩槻 :〒 889-2192宮 崎

県宮崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学部動物生産
学科水産増殖学講座 ;吉野 :〒 903-0213ツ 中縄県中頭郡西原町

千原 1 琉球大学理学部海洋自然科学科)

アマモの株密度と高さがスジハゼ着底稚魚の個体密度へ与える

影響

堀之内正博・佐野光彦

本論文 48(2):179-185

神奈川県油壺のアマモ場内にアマモの株密度と高さを減少さ

せた実験区を設定し,アマモ場の構造がスジハゼ着底稚魚の個

体密度にどのような影響を及ぼすかを調査した。実験期間

(1997年 8月 ～10月 )を通じてスジハゼ着底稚魚の個体密度は全

実験区の間で有意な差がなく,ア マモの株密度や高さの違いに

影響を受けなかった.アマモを全て除去した区においても個体

密度はコントロール区と差がなかったが,周囲の砂地にはほと

んど出現しなかった.着底稚魚の餌生物の密度は全実験区の間

で差がなかったが,砂地においては有意に少なくなっていた.

したがつてスジハゼ着底稚魚の分布パターンはアマモの株密度

や高さには左右されず,餌生物の密度などその他の要因によっ

て決定される可能性が示唆された。

(〒 113-8657東京都文京区弥生 1-1-1 東京大学大学院農学生

命科学研究科農学国際専攻)

クサウオ科魚類Z″α油
“
α月
“
θ″′
“
Sの再記載および北部ベーリ

ング海からの初記録

Morgan So Busby O Natalia V Chernova

短報 48(2):187-191

後模式標本と副後模式標本を含む4イ固体に基づいて,分類学

的特徴の記載に乏しかつたクサウオ科のL″αrお
“
αttθ確″S

Schmidt,1950の 再記載をおこなった。本種はL."“ Jεα′γsと ん。

ρ
"“
θ″′ZSに最もよく類似するが,前者とは口が小さく,両顎が

ほぼ同長であること,吻が鈍く,尖 らないこと,眼が小さいこ

と,両眼間隔が狭いこと,皮下ゼラチン組織が少ないこと,体

に明瞭な縁取りを持つ8-10イ国の不規則な斑紋を持つことなどか

ら,後者とは上顎の後端が前鼻孔の下方に達すること,吻が鈍

いこと,鰍孔が小さいこと,後鼻孔の鼻管がよく発達しないこ

と,鰍蓋皮弁が短く,鯉孔の中央部に位置すること,両眼間隔

が広いこと,それぞれの顎孔が接近すること,最上胸鰭軟条が

眼の下縁の後下方に位置すること,背鰭,臀鰭と尾鰭の間に欠

刻がないこと,幽門垂数が多いこと,体色の違いなどによって

識別可能である。本研究では二.“α′
“
θ″効Sを北部ベーリング海

から初めて報告した.

(M.BuSby:Nationa1 0ceanic and Atmospheric Administration,Na―

tional Ma五ne Fishe五 es Service,Alaska Fisheries Science Center,Rc―

source Asscsslrlent and Conscrvation Engincc五 ng E)ivision, 7600

Sand Point Way NE,Building 4,Seattle,WA 98115,USA;No Cher―

nova:Department of lchthyology9 Zoological lnstitute,Russian Acad―

emy of Sciences,Universiteskaya nab.1,St.Pctersburg,199034 Rus―

sia)

カレイロダルマガレイ科の/虚″滋θ
“
b″ sα
““
励
"s(WebeL

1913)は有効種

尼岡邦夫・三原栄次

短幸風 48(2):192-196

サンゴ海から得られた29個体のダルマガレイ科魚類はИル

′jθ J′乃αr夕sα″κグα′χs Weber9 1913(=И s′
`静

θ′力θ
“
bッsα

““
ノα′ッs)に査

定された。本種はフローレンス海及びチモール海から得られた3

個体に基づいて記載されたが,長い間セイテンビラメИs′θ″_

θrttθ
“
b"sj″′″″

`グ
JZS(Blecket 1866)の シノニムにされてきた。

しかし本種は第 1背鰭軟条が伸長しないこと,鰊把が手のひら

状でないこと,左右の上顎がいくぶん長いこと,無眼側の腹鰭

基底長が著しく短いこと,体に明瞭な黒斑が無いことなどでセ

イテンビラメと容易に区別できる.今回の29個体は3イ固体の模

式標本と比較され,再記載された。И.α″″″α′γsはセイテンビラ

メの完模式標本,同海域から得られた30個体のセイテンビラメ

の標本及び他の近縁種と比較された.

(尼岡 :〒 597-0061大 阪府貝塚市浦田71-1-606;三原 :〒

051-0013北 海道室蘭市船見町 1-133-31北 海道立函館水産試

験場室蘭支場)

ツバ メ コノ シ ロ科 魚 類 乃夕
“"″
S αSJra力bJは αttθ Jαιs

ル
`α

ルのルSの新参同物異名

本村浩之 。岩槻幸雄・木村清志

史三幸長 48(2):197-202

乃″
“
ι
“"S 
αS′Ю′αbJ Sauvage,1881は 原記載を含めたsauvageの

2報告以外,ほ とんど知られていないツバメコノシロ科魚類であ

る。本種の完模式標本をアフリカ西岸に固有の Gα′θοJル s

ルθαあ6ダzs(B10Ch,1795)の完模式標本を含む多くの標本と比

較した結果,前者は後者の新参同物異名であることが半J明 した.

また,本種は西アフリカ (東大西洋)にのみ分布しており,現在

の本種の分布の知見からP αsゎ′αbjの模式産地モーリシャス (イ

ンド洋)は誤りであると判断した。なお本研究によって,尾鰭

鰭膜上の側線が尾鰭上葉の下方後縁に伸びること,お よび上神

経骨数が 1であることの2形質が新たに本種の識別的特徴に加

えられ, さらに本種の鰍把数が成長に伴い減少する傾向がある

ことが明かとなった。

(本村 :〒 889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁目1番地 宮崎大
学,鹿児島大学大学院連合農学研究科 ;岩槻 :〒 889-2192宮

崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学部 ;木村 :〒
517-0703三重県志摩郡志摩町和具私書箱 H号 三重大学生
物資源学部附属水産実験所)

ツバメコノシロ科魚類乃Jy力の力Sわκα力ι
“
slisは FliJliaα

““
s剤ル

滋θ
“
ι″αの新参同物異名



″ ノ0わどh″logた∂′Rθsθ∂rcハ禾□文要旨

本村浩之・ B.v seshagiri Rao O B.Ratnamala・ 岩槻幸雄

短報 48(2):203-206

ツバメコノシロ科魚類乃レあθヴ
“
Sわ
“
αあ
`“

sお はインド東部

から得られた完模式標本と副模式標本の2個体に基づき記載さ

れた。本種の原記載では近似種との比較が十分されておらず,

さらに本種は原記載以降全く報告されていないため,本種の実

態は不明であつた.両模式標本を調査した結果,胸鰭軟条数が

15であること,胸鰭遊離軟条数が6であること,有孔側線鱗数

が4←47であること,鰍紀数が42-44であること,お よび胸鰭軟

条先端が臀鰭基底中央に達しないことなどの特徴を有すること

が明らかとなった.こ れらの特徴は従来知られているFli′J“α″
“
s

χα″励θ72C″αの特徴とよく一致した.したがって,前者は後者の

新参同物異名であると考えられる.

(本村 :〒 889-2192宮 崎市学園木花台西 1丁目1番地 宮崎大
学,鹿児島大学大学院連合農学研究科 ;Seshagi五 Rao・ Ratna…

rrlala: DepartrFlent Of Zoology9 Do N.Ro Conege, Bhirrlaval■ m,

Andhra Pradesh 534-202,India;岩 槻 :〒 889-2192宮 崎市学園

木花台西 1丁 目1番地 宮崎大学農学部水産科学講座)

クロイシモチの国内保育雄による卵孵化・放仔行動のタイミン

グ

奥田 昇・大西信弘
短報 48(2):207-212

四国西南部の室手海岸に生息するテンジクダイ科クロイシモ

チ々 aga″
“
堪rrの口内保育雄による卵孵化・放仔行動をscuBA

潜水によって観察した。本種は昼間に繁殖活動を行い,夜間に

摂餌活動を行う.雌および非保育雄は日没後,昼間利用してい

た隠れ家を一時的に離れて摂餌を行うのに対して,口内保育雄
はシェルター付近で餌を摂らずにじっとしていることが多かっ

た.保育雄は卵孵化予定日になると,口が半開きの状態になり,

卵塊を口内で回転させる行動を増加させた.孵化予定日の日没
からおよそ 1時間後,雄親は下顎を小刻みに上下させる行動を

開始し,続いて,水面まで上昇して孵化仔魚を吐き出した.次
に,孵化行動の月周期性と同調性を調べるために,毎日の観察
頻度データを用いて自己相関分析とRayleigh検 定を行つた。水

温が高く,繁殖活動が活発になるシーズン後半になると大潮前

後で小さな繁殖ピークが観察された。孵化の同調性は有意でな

いものの,弱い半月周期が確認された.大潮の日の日没直後に

卵を孵化することは,引 き潮によって仔魚を沖に分散させる最

も効果的なタイミングであると考えられる.しかしながら,放
仔時刻は潮汐リズムによって変化することなく,たいてい日没
の約 1時間後に起こった.国内保育中に摂餌が制限される雄親
にとって,夜間により早く仔魚を放出することは, 自身のエネ
ルギー獲得の点で利益があると推察された.

(奥田 :〒 790-8577松 山市文京町2-5 愛媛大学理学部生物

地球圏科学科 ;大西 :〒 60←8501京都市左京区吉田下阿達町

46 京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科)


